
シ
リ
ー
島
を
経
て
ア
フ
リ
カ
の
北
岸
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
、
さ
ら
に
東

方
の
ア
ラ
ビ
ア
文
化
圏
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
サ
レ
ル
ノ
医
学
の
背

景
に
あ
る
。
こ
の
点
が
サ
レ
ル
ノ
養
生
訓
の
内
容
に
ど
の
よ
う
に
関

係
し
て
い
る
の
か
考
え
て
桑
た
い
。

（
名
古
屋
衛
生
技
術
短
大
）

我
が
国
の
江
戸
時
代
に
相
当
す
る
十
七
・
十
八
世
紀
の
パ
リ
の
医

学
史
を
ひ
も
と
く
時
、
パ
リ
大
学
医
学
部
の
医
師
達
と
そ
の
他
の
医

療
担
当
者
達
と
の
間
の
葛
藤
の
歴
史
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。

パ
リ
の
医
学
部
と
対
立
す
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
サ
ン
・
コ
ー
ム

の
外
科
学
校
に
属
す
る
外
科
医
達
、
国
王
側
近
の
モ
ン
ペ
リ
エ
派
の

医
師
達
、
そ
し
て
王
立
医
学
植
物
園
に
根
城
を
も
つ
解
剖
学
者
達
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
力
が
結
集
さ
れ
て
一
七
三
一
年
王
立
外
科
ア
カ

デ
ミ
ー
が
創
立
さ
れ
る
こ
と
な
る
。

こ
れ
に
先
が
け
て
、
何
度
か
医
学
部
へ
の
挑
戦
を
試
み
た
一
匹
狼

が
い
た
。
今
回
そ
の
一
人
で
あ
る
ニ
コ
ラ
・
ド
・
ブ
レ
ニ
ー
（
昌
８
胃

号
国
侭
星
）
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
し
た
い
。
フ
ラ
ン
ス
最
初
の
医
学

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
初
の
医
学
新
聞

を
発
行
し
た
ニ
コ
ラ
。
ド
・
ブ
レ
ニ

ー
に
つ
い
て

大
村
敏

郎
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玉

専
門
新
聞
を
創
刊
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
文
献
で
は
佐
藤

三
吉
氏
の
外
科
学
史
の
中
で
ヘ
ル
ニ
ア
外
科
医
と
し
て
の
プ
レ
’
－
－

の
名
に
接
す
る
以
外
は
殆
ん
ど
見
か
け
な
い
。
こ
の
人
物
を
調
べ
て

い
く
う
ち
に
、
ル
イ
皿
世
時
代
の
大
変
興
味
あ
る
医
療
事
情
を
汲
桑

と
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

ニ
コ
ラ
・
ド
・
ブ
レ
ニ
ー
は
一
六
四
二
年
に
生
ま
れ
、
十
三
歳
か

ら
外
科
の
修
業
を
始
め
た
。
王
の
軍
隊
や
一
般
病
院
（
当
時
は
病
人

の
他
に
貧
民
や
身
寄
り
の
な
い
者
、
精
神
障
害
者
を
収
容
し
て
い
た
）
並
び

に
パ
リ
の
外
科
医
の
も
と
で
、
外
科
助
手
と
し
て
働
い
た
後
、
一
六

七
九
年
宮
廷
裁
判
所
つ
き
の
四
人
の
外
科
医
の
一
人
に
な
る
権
利
を

買
っ
た
。
そ
の
頃
ヘ
ル
’
一
ア
に
対
し
て
は
手
術
を
行
う
こ
と
を
せ

ず
、
包
帯
を
う
ま
く
巻
い
て
保
存
的
な
治
療
を
し
て
い
た
が
、
ブ
レ

ニ
ー
は
そ
の
包
帯
の
技
に
優
れ
て
お
り
、
弾
性
包
帯
も
考
案
し
て
い

る
。
そ
れ
が
国
王
の
首
席
医
師
ダ
カ
ン
ｅ
）
画
名
ｇ
に
認
め
ら
れ
て
、

王
妃
マ
リ
ー
・
テ
レ
ー
ズ
の
外
科
医
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
ダ
カ
ン
は
モ

ン
。
ヘ
リ
エ
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
七
年
後
に
は
国
王
ル
イ
哩
世
の
痔

瘻
の
手
術
を
外
科
医
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
（
關
胃
）
に
さ
せ
る
よ
う
な
開

け
た
考
え
方
の
人
で
、
王
の
側
近
医
師
と
し
て
ブ
レ
ニ
ー
の
よ
う
な

能
力
の
あ
る
人
間
を
集
め
て
お
き
た
か
っ
た
ら
し
い
。

ブ
レ
ニ
ー
は
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
に
住
染
、
産

婆
を
妻
に
迎
え
た
。
そ
し
て
ゲ
ネ
ゴ
ー
通
り
に
解
剖
の
円
形
講
堂
と

化
学
実
験
室
、
そ
れ
に
二
床
だ
け
で
は
あ
っ
た
が
治
験
用
の
ベ
ッ
ド

の
あ
る
病
院
を
作
り
、
医
師
・
外
科
医
・
薬
剤
師
・
学
者
を
集
め
て

患
者
の
苦
痛
を
軽
く
す
る
方
法
に
つ
い
て
毎
日
討
議
を
行
っ
た
。
こ

こ
で
は
貧
乏
な
人
為
に
無
料
で
治
療
を
施
し
た
。

や
が
て
「
医
学
の
新
発
見
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
名
づ
け
た
組
織
に

し
て
、
そ
の
広
報
手
段
と
し
て
の
新
聞
を
隔
週
に
発
行
し
た
の
で
あ

る
。
一
六
七
九
年
二
月
に
第
一
号
が
出
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
国

王
の
医
師
ダ
カ
ン
の
後
援
が
あ
っ
た
。

医
学
部
の
す
ぐ
近
く
に
、
小
規
模
な
が
ら
新
し
い
医
学
部
様
の
も

の
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
医
学
部
は
大
い
に
驚
き
怒
っ
た

が
、
プ
レ
’
－
－
は
気
に
も
せ
ず
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
で
使
わ
れ
て
有
効

で
あ
っ
た
新
薬
キ
ン
キ
ナ
を
処
方
し
つ
づ
け
て
成
果
を
あ
げ
、
翌
一

六
八
○
年
に
は
王
弟
オ
ル
レ
ア
ン
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
外
科
医
の
地
位

を
手
に
入
れ
た
。

し
か
し
新
聞
に
よ
る
医
学
部
に
対
す
る
攻
撃
が
度
が
過
ぎ
た
の
が

原
因
で
、
新
聞
発
行
権
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
度
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
去

る
が
、
一
六
八
三
年
に
は
舞
い
も
ど
っ
て
再
び
活
動
を
つ
づ
け
る
の
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で
あ
る
。
そ
の
間
に
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
カ
ン
大
学
の
医
学
博
士
号
を

得
て
、
一
六
八
五
年
に
登
録
す
る
と
共
に
王
弟
オ
ル
レ
ア
ン
公
の
医

師
と
な
り
、
八
七
年
に
は
国
王
付
き
の
医
師
に
昇
格
す
る
。

一
六
九
一
年
に
は
あ
る
宗
教
団
の
土
地
を
手
に
入
れ
て
メ
ゾ
ン
・

ド
・
サ
ン
テ
と
い
う
病
院
を
建
て
、
不
治
の
病
と
診
断
さ
れ
た
人
々

の
治
療
に
意
欲
を
示
し
た
、
し
か
し
一
六
九
三
年
、
彼
の
形
や
ぶ
り

の
活
動
が
山
師
的
で
あ
り
、
病
院
も
淫
売
屋
に
外
な
ら
ぬ
と
判
断
さ

れ
て
、
ア
ン
ジ
ェ
ー
の
城
に
八
年
間
幽
閉
さ
れ
た
。
そ
の
後
自
由
を

得
て
イ
タ
リ
ー
各
地
を
旅
し
、
最
後
は
ア
ビ
ニ
オ
ソ
で
医
業
を
行
っ

て
い
た
が
、
一
七
二
二
年
八
十
歳
で
死
亡
し
た
。

彼
の
多
方
面
の
活
躍
を
ま
と
め
る
と
、
第
一
の
業
績
は
ヘ
ル
ニ
ア

外
科
医
と
し
て
の
包
帯
法
の
技
で
あ
り
、
そ
れ
が
出
世
の
糸
口
で
あ

っ
た
が
、
途
中
か
ら
医
師
に
昇
格
し
て
宮
廷
と
パ
リ
の
町
を
舞
台
に

活
躍
し
た
。
第
二
に
医
学
部
に
対
抗
す
る
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ
ー
を
作

っ
て
、
教
育
に
ま
で
手
を
拡
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
。
当
時
は
大
臣
コ

ル
ベ
ー
ル
が
作
っ
た
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（
一
六
六
六
）
は
あ
っ
た
が
、

外
科
ア
カ
デ
ミ
ー
（
一
七
三
一
）
や
医
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（
一
八
二
○
）
よ

り
ず
っ
と
先
が
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
は
ア
カ
デ
ミ
ー
に
付
属
し
た
新
聞
の
発
行
で
あ
る
。
最
古
の

新
聞
は
一
六
○
九
年
に
シ
ユ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
で
出
て
お
り
、
一
六
三

一
年
に
パ
リ
で
創
刊
さ
れ
た
「
ガ
ゼ
ッ
ト
」
は
医
師
の
手
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
医
学
専
門
の
新
聞
は
ブ
レ
ニ
ー
の
が

初
め
て
で
あ
る
。
そ
の
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
キ
ン
キ
ナ
こ
そ
、
後

に
キ
ニ
ー
ネ
と
同
定
さ
れ
る
南
米
原
産
の
薬
物
で
あ
る
。
第
四
に
国

王
を
説
得
し
て
、
こ
の
キ
ン
キ
ナ
を
大
量
に
買
入
れ
る
べ
く
奔
走
し

て
、
主
要
な
病
院
に
そ
れ
を
配
置
さ
せ
る
と
い
う
事
業
家
で
も
あ
っ

た
。

短
期
間
に
地
位
を
駆
け
昇
っ
た
こ
と
と
、
思
い
切
っ
た
活
動
と
が

災
し
て
敵
を
つ
く
り
、
晩
年
は
不
遇
で
あ
っ
た
が
、
プ
レ
’
－
１
の
生

涯
に
は
男
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

（
川
崎
市
立
井
田
病
院
）
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